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NECは、IoTソリューションを
支える ICTプラットフォーム製品
事業の強化として、エッジコン
ピューティングを中核に、デバイス
を含めた統合運用管理やデータ分析
な ど、IoT 関 連 技 術 に 注 力 し、
2016年度中に開発要員を 1,000名
に増強する。
また、製品強化の第一弾として、
1ラックあたり 572台のサーバを
収容可能で、大量で多様なデータ分
析に最適な高集積サーバ「DX2000」
や、離れた場所にある CPUや GPU

などのコンピュータリソースを高速
な通信を介して接続する「ExpEther 

40G」の発売を開始。スマートデバ
イスからクラウドを介してデバイス
を遠隔利用可能なソフトウェア
「Collaboration Assistant」を 2016
年度に発売する。

NECが考える IoTの 5層モデルに
おいて、セキュリティとリアルタイム性
を確保し、実世界とサイバー世界を
シームレスに接続するシステムを提供
するにあたり、次の 5点を ICTプラッ
トフォームの強化方針として製品の開
発・拡販を推進していく。
●無数のデバイスから収集された大
量なデータをリアルタイム処理し有
効に利活用するための「高速・高精
度な分析処理」
●負荷の変動に応じて、アプリケー

ションを最適な層で実行させ、効率
的なシステムを実現する「分散協調
型処理」
●多数のデバイスから収集された
データを安全かつ効率的に処理する
「デバイスの仮想化」
● 5層全層にわたる「セキュリティ」
の確保とデバイスやネットワークを
含めた「統合運用管理」

製品強化の第一弾として発売を開
始した「DX2000」は、1ラックあた
り572台のサーバを収容可能な高集
積サーバだ。高速なインメモリ分散
処理に適した設計により、大量・大
規模・多様なデータの高速処理が必
要なリアルタイム分析に最適で、事
前に検証済みの分散処理ミドルウェア
「Hadoop」と組み合わせることで、
従来システムで数時間を要する分析
を数秒～数分で処理することが可
能。1シャーシ14台のサーバから導
入でき、データ量や必要処理量に応
じてシステム拡張ができる。高集積
化により省電力や省スペース化を実
現し、運用コストを 30%削減可能だ。
離れた場所にあるリソースを接続
可能な「ExpEther 40G」は、コン
ピュータの設置場所や筐体サイズ、
電源確保等の物理的な制約を受けず
に CPUや GPU、ハードディスクな
どのコンピュータリソースを高速な
通信を介して遠隔接続することが可

能だ。複数のサーバの拡張スロット
に「ExpEtherボード」を挿入し、
Ethernetで接続することで、1つの
コンピュータリソースとして利用す
ることができる。また「I/O拡張ユ
ニット」にGPGPUや高速な SSDと
いった PCI Express準拠の各種周辺
装置を挿入することで、柔軟な I/O

拡張も可能だ。通信には NECの独
自技術である高速・軽量暗号技術
「TWINE」を活用し、データ量の増
加に応じた効率的なシステム拡張や、
安全で高速なデータ転送を実現した。
クラウド環境からデバイスの周辺
機器を操作可能な「Collaboration 

Assistant（クラウド版）」（2016年
度発売予定）は、デバイス層におい
て、従来の仮想化技術では困難で
あったセンサーや周辺機器を活用し
たデータ収集や、機器操作、アプリ
ケーション利用を可能とするクラウ
ドサービスだ。本サービスを活用す
ることで、例えば現場作業者がス
マートフォン等を用いて、収集した
データや作業状況がクラウドセン
ターを介して熟練技術者等と共有さ
れる。これにより、場所や距離の制
約を超えて様々なノウハウを活かす
ことが可能になり、現場作業の効率
化に貢献できる。

●ＮＥＣ　ビジネスクリエイション本部
　E-mail：iot_pf@spf.jp.nec.com

ＩｏＴソリューションを支えるＩＣＴプラットフォーム製品と体制を強化

ＮＥＣ
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伊藤忠テクノソリューションズ
（以下、CTC）は、ベルシステム 24、
アドバンスト・メディア、ベクスト
と共同で、国内 13,000席の稼働実
績を持つクラウド型コンタクトセン
ター基盤「BellCloud」に音声認識・
テキストマイニング機能を搭載した
「Bell Cloud VOC」の提供を 2016年
1月より開始する予定だ。
近年、サービスの品質改善や効率
化の観点からコンタクトセンターでの
利用ニーズが急速に高まっている音
声認識やテキストマイニングツール
は、セキュリティの強化やプラット
フォームとの連携等の必要性から企
業毎に構築をされるケースが多く、
導入・メンテナンスにおけるコストや、
専門家を配置するといった人的負担
が導入のハードルとなっていた。
これに対し、ベルシステム 24が
運営する「BellCloud」上で提供さ
れる音声認識・テキストマイニング
サービスは、コンタクトセンターの
音声基盤のオプションサービスとし

て必要な席数分を必要な期間利用す
ることが可能となり、運用・メンテ
ナンスのサービスもワンストップで
提供できるため、導入や運用に対す
る企業負担も大幅に軽減することが
期待されている。
ベルシステム 24が提供している

「Bell Cloud」は、コンタクトセン
ター事業のシステム基盤を、最新技
術を用いて統合集約し、日本国内
25拠点、13,000席という大規模集
約を通してコストを低減させると同
時に、高い安定性と信頼性、高度な
サービスを全国規模で場所に依存せ
ずに提供することができる。音声基
盤の他、在宅コールセンター、クオ
リティマネジメント、ワークフォー
スマネジメント機能についても提供
が可能だ。
「Bell Cloud」に音声認識・テキス
トマイニング機能を搭載した「Bell 

Cloud VOC」の特徴は次のとおりだ。
●音声認識で国内トップレベルの
導入実績を誇るアドバンスト・メ

ディアの「AmiVoice Communication 

Suite2」、テキストマイニング分野に
おいて金融から製造・通信分野など
500社以上の企業への導入実績を誇
る「VextMiner」を、「Bell Cloud」の
オプションサービスとして利用する
ことができる。
●クラウドサービスとして提供する
ため、小規模導入をした後に全体へ
拡張、繁忙期のみライセンス数を増
やす、などの柔軟な利用が月次単位
で可能。
●コンタクトセンターの運用サービ
スを利用のお客様には、ツールの設
定やメンテナンス、VOC分析の企
画・構築からレポート作成までワン
ストップで提供することも可能。
商品・サービス・販売活動に対す
る顧客の声（VOC）の収集とマーケ
ティングレポートの作成。クオリティ
マネジメント強化やアフターコール
ワーク削減など、コンタクトセンター
の運用改善での利用が最適だ。
本サービスは、アドバンスト・メ
ディア、ベクストの技術をベルシス
テム 24のクラウド上に搭載し、ベ
ルシステム24の約4,000社の顧客、
CTCの顧客に対して販売、必要に
応じてシステムインテグレーション
を行う。

●伊藤忠テクノソリューションズ
　TEL：03-6203-4100

顧客との対話音声をクラウド上で可視化・分析する
コンタクトセンターテクノロジーサービス「Bell Cloud VOC」を提供開始

ＣＴＣ他

利用イメージ
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OKIは、土砂災害の危険のある斜
面に設置した傾斜センサーや土壌水
分量センサーからの情報を、同社の
省電力 920MHz帯マルチホップ無線
（以下、マルチホップ無線）でクラウ
ドセンターに収集し、斜面崩壊の危
険をリアルタイムに通知する「斜面
監視システム」を開発し、2015年
12月 1日から販売を開始する。本
システムは、電池駆動が可能な省電
力型マルチホップ無線技術を搭載し
た「傾斜センサーモジュール」と、
環境エネルギーから電力を創出する
ことでシステムの長寿命化を実現す
る「エナジーハーベスティング技術」
を組み合わせることにより実現した。

近年、集中豪雨やゲリラ豪雨など
の異常気象により地盤が急速に緩ん
だ結果、土砂崩れや地すべりなど土
砂災害が多発し各地で大きな被害が
出ている。現在、斜面崩壊を検知す
る観測機器としてはワイヤー伸縮計
が広く使われているが、設置時のコ
ストや耐用年数の短さ、動物による
誤検知などの課題があり、全国で
50万ヶ所以上といわれている土砂
災害の危険個所に対して、観測機器
は一部にしか導入されていない。

OKIは、これらの課題に着目し、
安 価 な MEMS（Micro Electro 

Mechanical Systems）加速度セン
サーと省電力型マルチホップ無線技

術を組み合わせ、電池で数年以上の
動作が可能な「傾斜センサーモ
ジュール」を開発し、システムを構
築した。斜面に設置した複数の「傾
斜センサーモジュール」からのセン
サー情報を集約装置で収集すること
で斜面の状態を監視する。また、斜
面崩壊の要因として土中の水分量が
大きく関係しているため、本システ
ムでは「土壌水分量センサー」も備
えた。「土壌水分量センサー」は、
加速度センサーよりも消費電力量が
多いため、太陽光パネルと二次電池
を組み合わせることでシステムの長
寿命化に対応している。今後、土砂
崩れ予測アルゴリズムなどを導入
し、現在の斜面状態の監視だけでな
く、土砂崩れ発生の危険を予測し、
住民避難の必要性を早期に判断する
ため支援機能も追加する予定だ。

「斜面監視システム」の主な特長
は次のとおり。
◆ IoT 向け通信プロトコルの採用と
センサーデータの可視化を実現：集
約装置とサーバ間の通信プロトコル
に IoT向けプロトコルとして注目さ
れているMQTT（Message Queue 

Telemetry Transport）を採用して
いる。これにより通信回線の低コス
ト化や多地点でのリアルタイム監視
を実現している。また、データベー
スに時系列データベースを採用して

おり、それ用に準備されたフロント
エンドを活用することで、ノンプロ
グラミングでデータベースに蓄積さ
れたセンサーデータを簡単に可視化
することができる。
◆電池駆動センサーモジュールによ
る自在な設置と低コストを実現：従
来のマルチホップ通信システムで
は、電池駆動可能な無線装置は末端
の装置のみで、中継装置には電源が
必要な場合が大多数だったが、本シ
ステムでは中継装置も電池駆動可能
な省電力型マルチホップ無線技術を
採用している。これにより傾斜セン
サーを広範囲に設置するだけでネッ
トワークを自律的に形成することが
でき、電源敷設などの工事費の低コ
スト化が実現可能だ。
◆環境に影響されない電源確保：従
来の太陽光パネルを用いた装置では、
発電力が天候に左右されるため、雨
天や曇天が長く続くとシステムが停
止してしまう恐れがあった。そこで
本システムでは、「エナジーハーベス
ティング技術」により、キャパシター
（電気を蓄える蓄電素子）と二次電池
の二種類の充電池を備え、曇天など
で発電量が少ない場合においても効
率的に充電が可能な構成とした。

●ＯＫＩ　社会システム事業本部
　TEL：03-5445-6318

土砂災害危険斜面を見守る「斜面監視システム」の販売を開始
〜斜面崩壊を瞬時に検知し、920MHz 帯マルチホップ無線でリアルタイムに通知〜

ＯＫＩ
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レッドハットは、モバイル端末か
ら既存の企業システムへの連携を容
易にする、アプリケーションの開発
と実行、運用基盤を提供する Red 

Hat Mobile Application Platform製
品を国内に投入することを発表し
た。これに伴い、2015年 11月 4
日より Red Hat Mobile Application 

Platformをレッドハットのクラウド
サービスとして、評価利用を開始し
た。また、サブスクリプションサー
ビスの販売開始は、年内を予定して
いる。

Red Hat Mobi le App l ica t ion 

Platformは、レッドハットが 2014
年 10月に買収した FeedHenryの
技術を Red Hat JBoss Middleware

や OpenShift PaaSポートフォリオ
といった製品やサービスと組み合わ
せた、企業向けの新しいモバイルア
プリケーション向けのソリューショ
ンプラットフォームだ。このプラッ
トフォームは、企業向けのモバイル
アプリケーションの実行基盤だけで
なく、フロントエンドのモバイルア
プリケーションを開発するための共
通的なツールや、既存の企業システ
ムと統合するためにセキュリティ性
の高いバックエンドサービス接続
APIなどを提供している。これによ
り企業は、エンタープライズモバイ
ルアプリケーションの開発と運用管

理の複雑さを軽減することができ、
様々なモバイル端末やタブレット端
末に対応した敏捷性の高いモバイル
アプリケーション環境を簡単に構築
することができるようになる。

Red Hat Mobi le App l ica t ion 

Platformの特徴は次の通り。
●企業バックエンドシステムにセ
キュアかつスケーラブルに接続する
ために Node.jsを活用したMobile 

Backend as a Service（MBaaS）ソ
リューション
● iOSや Android、Windows Mobile

など様々なモバイル端末に対応した
アプリケーション開発のために、共
通的なツールや APIの提供。また、
開発者が好みの SDKも取り込むこ
とも可能
●モバイルアプリケーションのプロ
トタイプ開発を素早くするための
コードレスフォームビルダーを提供
●モバイルアプリケーション開発の
ための DevOpsプラットフォームを
提供、チーム開発をサポート

Red Hat Mobile Application Platform

は、フロントエンドのアプリケーショ
ン開発者とバックエンドの IT統合
チーム、DevOpsチームといった開
発チーム間の協力を可能にする開発
モデルを提供している。さらに、開
発されたモバイルアプリケーション

は、レッドハットが管理するマネー
ジドクラウドサービスから企業の
バックエンドシステムと連携できる
ようになる。なお、レッドハットの
マネージドサービスとして提供され
る Red Hat Mobile Application Platform

は、評価用としての利用も可能だ。
また、お客様のクラウド環境に配備
するためのオンプレミスバージョン
のリリースも予定している。

Red Hat Mobi le App l ica t ion 

Platformは、セキュリティ、バック
エンドシステムへの再利用可能な
API接続、また、最新の技術として
クラウド技術や Node.jsを活用する
ことで迅速なアプリケーション開発
といったモバイルアプリケーション
のための基盤を提供する。複雑で高
度なモバイルアプリケーションを柔
軟に開発するためには、モバイルア
プリケーションのためのプラット
フォームは PaaSとして提供される
ことが最も効果的であるとレッド
ハットは考えている。

●レッドハット
　TEL：03-5798-8550

「Red Hat Mobile Application Platform」製品を国内に投入
〜レッドハットの MBaaS サービスとして提供、モバイルアプリケーションと企業システムの連携が容易に〜

レッドハット

http://www.bcm.co.jp/
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オラクルは、エンタープライズ企
業のクラウド移行とクラウド／オン
プレミスを包含した管理を支援する
ために、「Oracle Cloud Platform for 

Integration」の機能強化を発表した。
「Oracle Cloud Platform for Integration」
は、包括的なインテグレーション・
サービス・スイートであり、クラウ
ドとオンプレミスのアプリケーショ
ン、モバイル、IoTデバイスにおけ
るアプリケーションとサービスの統
合を簡素化することで、イノベーショ
ンの加速化、生産性の向上、コスト
の削減を可能にする。
「O r a c l e C l o u d P l a t f o r m f o r 

Integration」ポートフォリオは、
「O r a c l e I o T C l o u d」、「O r a c l e 

Integration Cloud」、「Oracle SOA 

Cloud」、「Oracle API Manager 

Cloud」といった、ユーザーのイン
テグレーションのニーズに対応する
一連のサービスで構成されている。
「Oracle Integration Cloud」は、シ
ンプルで直感的なWebベースのポ
イント＆クリック型ユーザー・イン
タフェースを実装しており、SaaS

アプリケーションを統合するインテ
グレーター、IT部門、LOBにとっ
て理想的な選択肢だ。その一方で、
「Oracle SOA Cloud」はインテグレー
ション開発者向けの設計となってお
り、サービス仮想化、プロセス・オー
ケストレーション、B2Bインテグ

レーション、ファイル転送、ビジネ
ス粒度での監視ダッシュボードなど
で構成される完全なインテグレー
ション・プラットフォームを提供す
ると同時に、きめ細かな制御に対応
し、様々な活用に対応している。

オラクルのクラウド・プラット
フォーム &インテグレーション製
品部門シニア・バイスプレジデント
であるアミット・ザベリー氏は、次
のように語っている。
「数十年来、組織が依存してきた

ITアーキテクチャは、デジタル時
代に求められるビジネス・アジリ
ティを提供することはありません。
組織が競争力を保つには、クラウド、
モバイル、IoTへの試みにおける
API管理とサービス・インテグレー
ションを見直す必要があります。
『Oracle Cloud Platform』の包括的
なインテグレーション・サービス・
スイートによって、生産性を高め、
コストを削減し、そして最終的にイ
ノベーションを加速することで、お
客様のビジネス・アジリティの向上
を支援することが可能です。」
「O r a c l e C l o u d P l a t f o r m f o r 

Integration」には、以下のサービス
が含まれている。
◆ Oracle Internet of Things Cloud 
Service：エンタープライズ・アプ
リケーション内で、データを生成す

るあらゆるデバイスに安全に接続
し、デバイス・データについてのリ
アルタイム分析と予測分析を実行で
きるほか、ビジネス・プロセスを拡
張することが可能。
◆ Orac le In teg ra t ion C loud 
Service：クラウドとオンプレミス
におけるオラクルおよびサードパー
ティ製のアプリケーションの統合を
簡素化。事前統合や組み込み式のベ
スト・プラクティスの推奨といった
革新的な機能によりアプリケーショ
ン統合が可能になる。
◆ Oracle SOA Cloud Service：迅
速なプロビジョニング、シンプルな管
理、自動アップグレード、ハイブリッド・
インテグレーション、容易な拡張を可
能にする包括的なクラウドベースの統
合インテグレーション・プラットフォー
ムにより、インテグレーション・プロ
ジェクトのすばやい開発・導入が実現
し、ユーザーが革新的なサービスを
より短期間で提供できる。
◆ Oracle API Manager Cloud 
Service：エンドユーザー向けに革新
的なソリューションを提供するため
に、開発者が安全な方法で APIを開
発し、社内外の利用者に公開するこ
とを可能にし、リッチなユーザー・
エクスペリエンスの提供を支援する。

●日本オラクル
　TEL：03-6834-4837

クラウド、モバイル、IoT のアプリケーション統合を強化する
「Oracle Cloud Platform for Integration」

日本オラクル
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OKI は、ビデオ会議システム
「Visual Nexus」の機能強化を行い、
最 新 バ ー ジ ョ ン「Visual Nexus 

ver6.1」として販売を開始した。
新バージョンでは、Microsoft 

Windows 10に対応した PC用ビデ
オ会議クライアントとタブレット端
末用ビデオ会議クライアントの使い
勝手を向上させた。「Visual Nexus」
の多様なデバイスへのサポートや誰
でもすぐにビデオ会議が可能な環境
をさらに充実させ、あらゆる現場で
働く人を支援するコミュニケーショ

ン手段を提供する。
今後、企業における新しいワーク
スタイルの進展に伴い、社外で業務
を行う人が社内のメンバーとビデオ
会議を行うときに使用する業務用端
末は、大きく二分されると考えられ
る。それは、社内や社外でも同じア
プリケーション・操作感で同じ業務
をそのままできることを重視するス
タイルにおけるノート PCと、携帯
性や手軽さを重視するスタイルに
あったタブレット端末だ。今回の
バージョンアップでは、これらのい

ずれの端末においても、ビデオ会議
を使ったコミュニケーションの操作
性、品質を向上する機能強化を実施
している。
「Visual Nexus ver6.1」の主な機
能は次のとおり。
◆Windows 10のタッチ操作に対応
し、モバイル環境での利便性を向上
◆手軽に使えるタブレット端末でも
高画質なビデオ会議が可能

●ＯＫＩ　TEL：03-5445-6012

ビデオ会議システムの新バージョン「Visual Nexus ver6.1」の販売を開始
〜現場で働く人の利便性・操作性を重視した機能強化を実施〜

ＯＫＩ

OKIは、国内 No.1のシェアを誇
る IPコンタクトセンターシステム
｢CTstageシリーズ ｣の最新モデル
｢CTstage 6Mi｣ の、最大 50席の廉
価版パッケージ「CTstage 6Mi Lite」
を開発し、販売を開始した。
｢CTstage 6Mi Lite｣ は、「CTstage 

6Mi」の電話制御、リアルタイムモ
ニター、レポーター、大容量通話録
音など豊富なコンタクトセンター機
能をそのまま利用できる。また
ACDや IVRなどの専門知識が必要
な管理項目をパターン化することで

設定を簡素化し、コンタクトセン
ターを初めて導入するお客様に対し
ても扱いやすくした。さらにオペ
レーター席数を最大 50席までとす
ることで、通話録音を含むすべての
機能を 1台のサーバで提供し、ハー
ドウェア構成の簡素化による価格低
減と導入時の構築費用低減および構
築期間の短縮を実現している。
公衆電話網との接続に使うゲート
ウェイ装置には、OKIの中小規模オ
フィス向けビジネスホン「CrosCore 

M/L」 を 採 用 し て い る。 既 に

「CrosCore M/L」を導入済みのお客
様は、「CTstage 6Mi Lite」導入時
に新たにゲートウェイ装置を入れる
ことなく、本格的なコンタクトセン
ターシステムが構築できるととも
に、オフィスの電話との連携も可能
となる。これにより、オペレーター
の増員を最小限に抑えつつ、業務の
効率化を実現できる。

● OKI　通信システム事業本部
　URL：https://www.oki.com/cgi-bin/
　inquiryForm.cgi?p=043j

マルチコンタクトセンターシステム「CTstage 6Mi」の
最大 50 席の廉価版パッケージ「CTstage 6Mi Lite」を販売開始

ＯＫＩ
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シスコシステムズ（以下、シスコ）
は、デジタル時代に様々な業界で求
められる新たなテクノロジーやビジ
ネスインサイトに対応し、そのため
に必要なスキルを確実に検証するこ
とができる新たな認定資格制度のフ
レームワークを発表した。
ビジネスのデジタル化が進むにつ
れ、企業ではデジタル時代における
中核的なスキルを持つ人材を発掘し、
採用することが成功のカギを握るよ
うになっている。MITセンターが発
表したデジタルビジネスに関するレ

ポートでは、77%の企業がデジタル
スキルの不足がデジタル化の最大の
障害になっていると回答している。
今回、シスコが発表した認定資格
制度のフレームワークは、業界で新
たな基準を確立し、シスコ認定資格
者に対して最も先進的で比類のない
スキルセットに関する評価を与え、
業界におけるリーダーシップを確立
するものだ。IT担当者には従来通
り、それぞれの専門分野における深
い知識が求められる一方で、今や、
テクノロジー相互の関連性や、それ

らがビジネス成果に与える影響につ
いても幅広い理解が必要になってい
る。IoTやクラウド、ネットワーク
プログラマビリティといった最新テ
クノロジーが、シスコの技術者認定
でも信頼度の高いエキスパートレベ
ルを含めて、あらゆる分野に影響を
与えている。まずは CCIE、CCNA

のリニューアルを皮切りに、認定資
格制度全体に、順次、新たなフレー
ムワークを導入していく。
●シスコシステムズ
　E-mail：press-jp@cisco.com

SAPジャパンは、基幹業務システ
ム「SAP ERP」などの既存環境から
「SAP S/4HANA」の最新バージョ
ン「SAP S/4HANA Enterpr ise 

Management」への移行を支援する
サービスの提供を開始した。

SAP S/4HANAには、2015年の 2
月の発表以来、デジタルビジネス実
現のためのプラットフォームとして、
多くの関心が寄せられている。一方
で、ビジネス価値創出のための最適
な移行手法、具体的な移行の進め方、
移行後の定着化など、既存環境から

新しいプラットフォームへの移行に
際して、ユーザーやパートナーが直
面する検討課題も数多く寄せられて
いる。SAPジャパンは、このような
課題解決を支援し、お客様のデジタ
ル変革の加速化を支援するため、移
行支援サービスの提供を開始した。
本サービスでは、SAPがグローバ
ルで開発した導入方法論に則り、企
画・構想フェーズから実行フェーズ、
運用・改善フェーズに至るまでエン
ド・ツー・エンドの支援サービスを
提供する。お客様は、自社の状況に

合わせて、各フェーズのサービスを
部分的に利用することも可能。具体
的には、次の 3つの移行支援サー
ビスを提供する。
◆ストラテジー＆プランニングサー
ビス（企画・構想フェーズ／計画
フェーズ向けサービス）
◆実用化支援サービス（実行フェー
ズ向けサービス）
◆イノベーション支援サービス（運
用・改善フェーズ向けサービス）
● SAP ジャパン
　TEL：0120-786-727

今日のデジタルエコノミーの人材要件に対応する
新たなスキルのフレームワークを確立

シスコシステムズ

最新版の SAP S/4HANA への移行支援サービスを開始
〜お客様の既存環境から SAP S/4HANA への移行をエンド・ツー・エンドで支援〜

ＳＡＰジャパン

http://www.bcm.co.jp/

	Button2: 


